
 

・上記のポートフォリオ特性値は、ファンドの組入債券等（現金等を含む）の各
特性値（クーポンレート、直利、最終利回り、デュレーション）を、その組入比率
で加重平均したもの。また格付の場合は、現金等を除く債券部分について各
債券のランクを数値化したものを加重平均しています。・平均最終利回り（為
替ヘッジ後）は、為替ヘッジコスト/プレミアムを反映し、表示しています。・デュ
レーション：金利がある一定割合で変動した場合、債券価格がどの程度変化
するかを示す指標。・ポートフォリオ特性値は、マザーファンドの特性値と当
コースが保有するマザーファンド比率から算出しております。ただし平均格付
については、マザーファンドの特性値を使用しております。・平均格付とは、基
準日時点で投資信託財産が保有している有価証券に係る信用格付を加重平
均したものであり、当該投資信託受益証券に係る信用格付ではありません。

・実質外貨比率は為替予約等を含めた実質的な比率をいいます。

メキシコ 10.9%

トルコ 6.6%

フィリピン 5.9%

サウジアラビア 4.8%

インドネシア 4.1%

その他の国・地域 44.0%

その他の資産 7.4%

純資産比国・地域

合計（※） 100.0%

実質外貨比率 1.6%

国・地域別配分

※先物の建玉がある場合は、合計欄を表示しておりません。
・国・地域は原則発行国・地域で区分しております。

・格付はＳ＆Ｐ社あるいはムーディーズ社のいずれかの

格付機関の低い方の格付によります。
・純資産比は、マザーファンドの純資産比と当ファンドが

保有するマザーファンド比率から算出しております。

ポートフォリオ特性値

運用実績 2025年9月30日 現在

資産内容 2025年9月30日 現在

組入上位10銘柄 2025年9月30日 現在

銘柄 国・地域 純資産比
EAGLE FUNDING LUXCO SARL 2030 ルクセンブルク 3.3%
SAUDI INTERNATIONAL BOND 2030 サウジアラビア 2.5%
REPUBLIC OF PHILIPPINES 2027 フィリピン 2.3%
PERUSAHAAN LISTRIK NEGAR 2042 インドネシア 2.2%
MALAYSIA SOVEREIGN SUKUK 2045 マレーシア 2.1%
REPUBLIC OF PHILIPPINES 2040 フィリピン 2.1%
REPUBLIC OF TURKIYE 2033 トルコ 2.0%
REPUBLIC OF INDONESIA 2035 インドネシア 1.9%
UNITED MEXICAN STATES 2061 メキシコ 1.6%
REPUBLIC OF PERU 2035 ペルー 1.6%

21.6%合計

114 銘柄

組入銘柄数

・国・地域は原則発行

国・地域で区分してお

ります。

・純資産比は、マザー

ファンドの純資産比と

当ファンドが保有する

マザーファンド比率か

ら算出しております。

(月次改訂)
2025年9月30日

ファンドは、値動きのある証券等に投資します（外貨建資産に投資する場合には、この他に為替変動リスクもあります。）ので、基準価額は変動します。したがって、元金が保証されているものではありません。ファンド

の運用による損益はすべて投資者の皆様に帰属します。また、本書中の運用実績に関するグラフ、図表、数値その他いかなる内容も過去のものであり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありませ

ん。当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的として野村アセットマネジメントが作成した資料です。投資信託のリスクやお申込メモの詳細についてのご確認や、投資信託をお申込みいただくにあたって

は、販売会社よりお渡しする投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえご自身でご判断ください。

・上記の指数化した基準価額（分配金再投資）の推移および右記の騰落率は、当該ファンドの信託
報酬控除後の価額を用い、分配金を非課税で再投資したものとして計算しております。従って、実際
のファンドにおいては、課税条件によって受益者ごとに指数、騰落率は異なります。また、換金時の
費用・税金等は考慮しておりません。

運用実績の推移 （設定日前日＝10,000として指数化：月次）
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基準価額(分配金再投資)

基準価額

ベンチマーク

（億円）

純資産

（右軸）

（左軸）

●信託設定日 1996年4月26日

●信託期間 2031年3月5日まで

●決算日 原則、毎月5日

（同日が休業日の場合は翌営業日）

基準価額※ 5,393円

純資産総額 46.6億円

※分配金控除後

2025年9月

2025年8月

2025年7月

2025年6月

2025年5月

10 円

10 円

10 円

10 円

10 円

分配金（1万口当たり、課税前）の推移
騰落率

期間

3ヵ月

6ヵ月

1年

3年

ファンド

3.5%

5.0%

1.9%

13.1%

ベンチマーク

3.7%

5.5%

3.3%

19.1%
騰落率の各計算期間は、作成基準日から過去に遡った期間としております。

設定来累計 11,312 円74.3% 217.9%ﾍﾞﾝﾁﾏｰｸ採用来

1997年12月末以降

当ファンドは、98年1月からJP モルガン・エマージング・マーケット・ボンド・インデックス・プラス（JP 
Morgan EMBI Plusをもとに当社が独自にヘッジコストを考慮して円換算）75%、JP モルガン・エマージン
グ・ローカル・マーケット・インデックス(JP Morgan Emerging Local Market Index (ELMI)をもとに当社が独
自に円換算)25%で当社が計算した合成指数をベンチマークとして採用しておりましたが、99年9月からは
JP モルガン・エマージング・マーケット・ボンド・インデックス・グローバル(円ヘッジベース）へ変更してお
ります。ベンチマークの累積収益は旧ベンチマークと現行ベンチマークの各々の採用期間の騰落率をつ
ないで算出し、97年12月末のファンドの指数水準を起点として指数化しております。

※分配金実績は、将来の分配金の水準を示唆あるいは保証するものではありません。
※ファンドの分配金は投資信託説明書（交付目論見書）記載の「分配の方針」に基づいて
委託会社が決定しますが、委託会社の判断により分配を行なわない場合もあります。

追加型投信／海外／債券

格付別配分

ＡＡ
Ａ
ＢＢＢ
ＢＢ
Ｂ
ＣＣＣ以下
無格付

7.0%
7.6%
25.6%
29.5%
13.3%
6.5%
3.0%

純資産比格付

その他の資産 7.4%
合計 100.0%

野村新興国債券投信
Aコース（毎月分配型）＜為替ヘッジあり＞

チリ 3.4%

コスタリカ 3.4%

ルクセンブルグ 3.3%

南アフリカ 3.2%

アルゼンチン 3.0%

基準価額変動の要因分解（概算）

信託報酬等

基準価額騰落額（分配金込み）

為替要因（ヘッジコスト込み）

インカムゲイン

キャピタルゲイン
債券要因

-8円

46円

2025年7月

-7円

64円

2025年8月

-19円 -17円

26円

46円

24円

65円

-19円

26円

72円

-7円

72円

2025年9月

-55円

75円

184円

-22円

182円

直近3ヵ月累計

・要因分解は、一定の仮定のもとに委託会社が試算したものであり、直近3ヵ月の基準価額騰落額

の要因を円貨にて表示しております。

平均クーポン
平均直利
平均最終利回り

平均デュレーション

平均格付

平均最終利回り（為替ヘッジ後）

5.5%
6.0%
6.4%

6.6年

BB

2.6%

1ヵ月 1.4% 1.4%

マンスリーレポート

商号 野村アセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第373号

一般社団法人投資信託協会会員／一般社団法人日本投資顧問業協会会員
一般社団法人第二種金融商品取引業協会会員

◆設定・運用は
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資産内容 2025年9月30日 現在

運用実績 2025年9月30日 現在

銘柄 国・地域 純資産比
EAGLE FUNDING LUXCO SARL 2030 ルクセンブルク 3.3%
SAUDI INTERNATIONAL BOND 2030 サウジアラビア 2.5%
REPUBLIC OF PHILIPPINES 2027 フィリピン 2.3%
PERUSAHAAN LISTRIK NEGAR 2042 インドネシア 2.2%
MALAYSIA SOVEREIGN SUKUK 2045 マレーシア 2.1%
REPUBLIC OF PHILIPPINES 2040 フィリピン 2.1%
REPUBLIC OF TURKIYE 2033 トルコ 2.0%
REPUBLIC OF INDONESIA 2035 インドネシア 1.9%
UNITED MEXICAN STATES 2061 メキシコ 1.6%
REPUBLIC OF PERU 2035 ペルー 1.6%

21.5%合計

114 銘柄

組入銘柄数

・国・地域は原則発行

国・地域で区分してお

ります。

・純資産比は、マザー

ファンドの純資産比と

当ファンドが保有する

マザーファンド比率か

ら算出しております。

(月次改訂)
2025年9月30日

ファンドは、値動きのある証券等に投資します（外貨建資産に投資する場合には、この他に為替変動リスクもあります。）ので、基準価額は変動します。したがって、元金が保証されているものではありません。ファンド
の運用による損益はすべて投資者の皆様に帰属します。また、本書中の運用実績に関するグラフ、図表、数値その他いかなる内容も過去のものであり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありませ
ん。当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的として野村アセットマネジメントが作成した資料です。投資信託のリスクやお申込メモの詳細についてのご確認や、投資信託をお申込みいただくにあたって
は、販売会社よりお渡しする投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえご自身でご判断ください。

・上記の指数化した基準価額（分配金再投資）の推移および右記の騰落率は、当該ファンドの信託
報酬控除後の価額を用い、分配金を非課税で再投資したものとして計算しております。従って、実際
のファンドにおいては、課税条件によって受益者ごとに指数、騰落率は異なります。また、換金時の
費用・税金等は考慮しておりません。

運用実績の推移 （設定日前日＝10,000として指数化：月次）
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基準価額(分配金再投資)

基準価額

ベンチマーク

（億円）

純資産

（右軸）

（左軸） 2025年9月

2025年8月

2025年7月

2025年6月

2025年5月

20 円

20 円

20 円

20 円

20 円

分配金（1万口当たり、課税前）の推移
騰落率

期間

3ヵ月

6ヵ月

1年

3年

ファンド

7.4%

6.7%

10.8%

35.8%

ベンチマーク

7.7%

7.3%

12.6%

42.4%
騰落率の各計算期間は、作成基準日から過去に遡った期間としております。

設定来累計 16,341 円309.5% 628.5%ﾍﾞﾝﾁﾏｰｸ採用来

基準価額※ 8,759円

純資産総額 16.9億円

※分配金控除後

●信託設定日 1996年4月26日

●信託期間 2031年3月5日まで

●決算日 原則、毎月5日

（同日が休業日の場合は翌営業日）

当ファンドは、98年1月からJP モルガン・エマージング・マーケット・ボンド・インデックス・プラス（JP 
Morgan EMBI Plusをもとに当社が独自に円換算）75%、JP モルガン・エマージング・ローカル・マーケット・
インデックス(JP Morgan Emerging Local Market Index (ELMI)をもとに当社が独自に円換算)25%で当社
が計算した合成指数をベンチマークとして採用しておりましたが、99年9月からはJP モルガン・エマージ
ング・マーケット・ボンド・インデックス・グローバル(円換算ベース）へ変更しております。ベンチマークの
累積収益は旧ベンチマークと現行ベンチマークの各々の採用期間の騰落率をつないで算出し、97年12
月末のファンドの指数水準を起点として指数化しております。

1997年12月末以降
※分配金実績は、将来の分配金の水準を示唆あるいは保証するものではありません。
※ファンドの分配金は投資信託説明書（交付目論見書）記載の「分配の方針」に基づいて
委託会社が決定しますが、委託会社の判断により分配を行なわない場合もあります。

・純資産比は、マザーファンドの純資産比と当ファンドが

保有するマザーファンド比率から算出しております。

ポートフォリオ特性値

平均クーポン
平均直利
平均最終利回り
平均デュレーション

5.5%
6.0%
6.4%
6.6年

BB平均格付

・格付はＳ＆Ｐ社あるいはムーディーズ社のいずれかの

格付機関の低い方の格付によります。

実質外貨比率 98.2%

10.9%

6.6%

5.9%

4.7%

4.1%

43.9%

7.6%

純資産比国・地域

100.0%

国・地域別配分

・実質外貨比率は為替予約等を含めた実質的な比率をいいます。

※先物の建玉がある場合は、合計欄を表示しておりません。
・国・地域は原則発行国・地域で区分しております。

・上記のポートフォリオ特性値は、ファンドの組入債券等（現金等を含む）の各
特性値（クーポンレート、直利、最終利回り、デュレーション）を、その組入比率
で加重平均したもの。また格付の場合は、現金等を除く債券部分について各
債券のランクを数値化したものを加重平均しています。
・デュレーション：金利がある一定割合で変動した場合、債券価格がどの程度
変化するかを示す指標。
・ポートフォリオ特性値は、マザーファンドの特性値と当コースが保有するマ
ザーファンド比率から算出しております。ただし平均格付については、マザー
ファンドの特性値を使用しております。
・平均格付とは、基準日時点で投資信託財産が保有している有価証券に係る
信用格付を加重平均したものであり、当該投資信託受益証券に係る信用格付
ではありません。

格付別配分

ＡＡ
Ａ
ＢＢＢ
ＢＢ
Ｂ
ＣＣＣ以下
無格付

7.0%
7.6%
25.5%
29.5%
13.3%
6.5%
3.0%

純資産比格付

その他の資産 7.6%
合計 100.0%

追加型投信／海外／債券

野村新興国債券投信
Bコース（毎月分配型）＜為替ヘッジなし＞

組入上位10銘柄 2025年9月30日 現在

基準価額変動の要因分解（概算）

信託報酬等

基準価額騰落額（分配金込み）

為替要因

インカムゲイン

キャピタルゲイン
債券要因

-12円

357円

2025年7月

-12円

-8円

2025年8月

202円 -194円

41円

125円

38円

160円

58円

41円

169円

-12円

256円

2025年9月

66円

120円

454円

-35円

605円

直近3ヵ月累計

・要因分解は、一定の仮定のもとに委託会社が試算したものであり、直近3ヵ月の基準価額騰落額

の要因を円貨にて表示しております。

3.4%

3.4%

3.3%

3.2%

3.0%

メキシコ

トルコ

フィリピン

サウジアラビア

インドネシア

その他の国・地域

その他の資産

合計（※）

チリ

コスタリカ

ルクセンブルグ

南アフリカ

アルゼンチン

1ヵ月 3.0% 3.1%

マンスリーレポート

商号 野村アセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第373号

一般社団法人投資信託協会会員／一般社団法人日本投資顧問業協会会員
一般社団法人第二種金融商品取引業協会会員

◆設定・運用は
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(%) 米ドルの対円為替ヘッジコスト／プレミアム

野村新興国債券投信
Aコース（毎月分配型）＜為替ヘッジあり＞
Bコース（毎月分配型）＜為替ヘッジなし＞

(月次改訂)

当資料は、野村アセットマネジメントが作成したご参考資料です。当資料は、信頼できると考えられる情報に基づいて作成しておりますが、情報の正確性、完全性を保証するものではありません。当資料中の記載内
容、数値、図表等は、当資料作成時のものであり、事前の連絡なしに変更されることがあります。なお当資料中のいかなる内容も将来の投資収益を示唆あるいは保証するものではありません。ファンドは、元金が保
証されているものではありません。ファンドに生じた利益および損失は、すべて受益者に帰属します。お申込みにあたっては、販売会社よりお渡しする投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、ご
自身でご判断ください。

追加型投信／海外／債券

為替レートおよび米ドルの対円為替ヘッジコスト／プレミアム（日次）
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(円) 為替レート

円/米ドル

・出所：ブルームバーグのデータに基づき野村アセットマネジメント作成

・上記は過去のデータであり、将来を示唆あるいは保証するものではありません。また、ファンドの運用実績ではありません。ファンドの投資成果を示唆あるいは保証するものでもありません。
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(%) 債券の利回り

新興国国債(米ドル建て）の利回りと米国10年国債の利回りとスプレッドの推移

スプレッド（〔新興国国債(米ドル建て）の利回り〕－

〔米国10年国債の利回り〕）

新興国国債(米ドル建て）

米国10年国債

・出所：ブルームバーグ、J.P.Morgan Securities LLCのデータに基づき野村アセットマネジメント作成

米国10年国債：ブルームバーグ・ジェネリック10年国債、新興国国債(米ドル建て）： JPモルガン・エマージング・マーケット・ボンド・インデックス・グローバル

・JPモルガン・エマージング・マーケット・ボンド・インデックス・グローバル（JP Morgan Emerging Market Bond Index (EMBI) Global）は、J.P.Morgan Securities LLCが公表している、エマージング・マーケット債を対

象としたインデックスであり、その著作権および知的財産権は同社に帰属します。

・上記は過去のデータであり、将来を示唆あるいは保証するものではありません。また、ファンドの運用実績ではありません。ファンドの投資成果を示唆あるいは保証するものでもありません。

2025年9月30日

為替ヘッジコスト

為替ヘッジプレミアム

ご参考資料

商号 野村アセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第373号

一般社団法人投資信託協会会員／一般社団法人日本投資顧問業協会会員
一般社団法人第二種金融商品取引業協会会員

◆設定・運用は
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商号 野村アセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第373号

一般社団法人投資信託協会会員／一般社団法人日本投資顧問業協会会員
一般社団法人第二種金融商品取引業協会会員

◆設定・運用は

（ 以下の内容は当資料作成日時点のものであり、予告なく変更する場合があります。 ）

先月の投資環境

2025年10月

今後の運用方針

先月の運用経過 （運用実績、分配金は、課税前の数値で表示しております。）

追加型投信／海外／債券

(月次改訂)

○新興国債券市場は、上旬、8月の米雇用統計において雇用者数が市場予想を下回り、FRB（米連邦準備制度理事会）
による利下げ期待が高まったことから、米国債の利回りが低下（価格は上昇）したことなどを背景に上昇しました。中旬から
下旬にかけても、米中閣僚級会議が開催され、貿易交渉が進展すると期待されたことから新興国株式市場が上昇したこと
や、OECD（経済協力開発機構）が発表した2025年の成長率予測において、新興国経済が底堅さを保っていると受け止
められ、スプレッド（利回り格差）が縮小したことなどを背景に上昇基調で推移し、月間でも上昇となりました。

〇新興国債券市場の国別推移では、スリランカは、経済回復や財政再建が評価され、S&P（スタンダード・アンド・プアー
ズ）社が同国の格付けを引き上げたことが好感されたことなどを背景に、同国の債券市場は上昇しました。
一方、アルゼンチンは、米財務省とアルゼンチン当局が200億ドル規模の為替スワップ締結を協議しているとの報道を受
けて上昇する局面もありましたが、ブエノスアイレス州選挙において野党の得票率が与党を上回り、国会議員中間選挙を
前に政治リスクの高まりが懸念されたことなどを背景に、同国の債券市場は下落しました。

○国別配分につきましては、メキシコなどに主に投資を行ないました。主な売買では、ブラジルなどの債券を購入し、エジ

プトなどの債券を売却しました。なお、米ドル建て債券のみに投資を行ない、現地通貨建て債券には投資を行ないませ

んでした。

○ベンチマークとの比較では、騰落率がベンチマークを上回ったレバノンをオーバーウェイト（ベンチマークに比べて高

めの投資比率）としていたことなどがプラスに作用しました。一方で、騰落率がベンチマークを下回ったアルゼンチンを

オーバーウェイトとしていたことなどがマイナスに作用しました。

○米国と関税交渉を進め、条件について合意に至っている国もあり、今後は国ごとの成長ストーリーを見極めることが重

要になると考えています。このような環境下、運用においてもより柔軟な戦略を取る必要があり、ポートフォリオの調整を行

なっています。引き続き、トランプ米政権の政策や経済指標の結果などを注視しながら、銘柄を選定して運用を行なって

まいります。

○今後の運用方針としては、相対的に高い利回りの新興国債券のなかでも特にファンダメンタルズ（基礎的諸条件）の改

善が見込まれ、成長が期待できる国々に投資を行なっていく予定です。また、これまでと同様に、信用力との比較におい

て債券の割安・割高を評価し、そのポジションの調整を随時検討していきます。米国の金利や景気、金融政策、原油価

格、一部の新興国の政治リスク等を注視しながらも、積極的に超過収益の獲得に努めてまいります。

○今後、新興国債券市場のボラティリティ（価格変動性）が高まることを予想しているため、相対的に信用力が高い国の債

券やソブリン債などにも着目しています。各国のファンダメンタルズを分析し、経済政策などに着目しながら、バリュエー

ション（投資価値評価）にも注視し、投資判断を行なってまいります。

(2025年9月30日 現在)

ファンドは、値動きのある証券等に投資します（外貨建資産に投資する場合には、この他に為替変動リスクもあります。）ので、基準価額は変動します。したがって、元金が保証されているものではありません。ファンド

の運用による損益はすべて投資者の皆様に帰属します。また、本書中の運用実績に関するグラフ、図表、数値その他いかなる内容も過去のものであり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。

当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的として野村アセットマネジメントが作成した資料です。投資信託のリスクやお申込メモの詳細についてのご確認や、投資信託をお申込みいただくにあたっては、

販売会社よりお渡しする投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえご自身でご判断ください。

野村新興国債券投信
Aコース（毎月分配型）＜為替ヘッジあり＞
Bコース（毎月分配型）＜為替ヘッジなし＞

マンスリーレポート
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【お申込メモ】 【当ファンドに係る費用】

●信託期間 2031年3月5日まで（1996年4月26日設定） ◆ご購入時手数料 ご購入価額に3.3％（税抜3.0％）以内で販売会社が独自に
●決算日および 年12回の決算時（原則、毎月5日。休業日の場合は翌営業日） 定める率を乗じて得た額
　 収益分配 に分配の方針に基づき分配します。 ＜スイッチング時＞
●ご購入価額 ご購入申込日の翌営業日の基準価額 販売会社が独自に定める率を乗じて得た額
●ご購入単位 一般コース：1万口以上1万口単位（当初元本1口＝1円） ＊詳しくは販売会社にご確認ください。

　　　　　　　　または1万円以上1円単位 ◆運用管理費用（信託報酬） ファンドの純資産総額に年1.694％（税抜年1.54％）の率を
自動けいぞく投資コース：1万円以上1円単位 乗じて得た額が、お客様の保有期間に応じてかかります。
※お取扱いコース、ご購入単位は販売会社によって異なる場合があります。 ◆その他の費用・手数料 組入有価証券等の売買の際に発生する売買委託手数料、外貨建資産の

●ご換金価額 ご換金申込日の翌営業日の基準価額から信託財産留保額を 保管等に要する費用、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、
差し引いた価額 ファンドに関する租税等がお客様の保有期間中、その都度かかります。

●スイッチング 「Aコース」「Bコース」間でスイッチングが可能です。 ※これらの費用等は運用状況等により変動するため、事前に料率・上限
※販売会社によっては、スイッチングのお取扱いを行なわない場合があります。 額等を示すことができません。

●課税関係 個人の場合、原則として分配時の普通分配金ならびに換金時 ◆信託財産留保額 1万口につき基準価額に0.3％の率を乗じて得た額
（スイッチングを含む）および償還時の譲渡益に対して課税され （ご換金時、スイッチングを含む）
ます。ファンドはNISA（少額投資非課税制度）の対象ではありま 上記の費用の合計額については、投資家の皆様がファンドを保有される期間等に
せん。なお、税法が改正された場合などには、内容が変更になる 応じて異なりますので、表示することができません。
場合があります。詳しくは販売会社にお問い合わせください。 ※詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）の「ファンドの費用・税金」をご覧ください。

※販売会社によっては、一部のファンドのみのお取扱いとなる場合があります。

野村新興国債券投信
Aコース（毎月分配型）＜為替ヘッジあり＞
Bコース（毎月分配型）＜為替ヘッジなし＞

(月次改訂)
2025年9月30日

ファンドの販売会社、基準価額等については、下記の照会先までお問い合わせください。

野村アセットマネジメント株式会社
☆サポートダイヤル☆ 0120-753104 （フリーダイヤル）

＜受付時間＞営業日の午前9時～午後5時

☆インターネットホームページ☆ https://www.nomura-am.co.jp/

＜委託会社＞ 野村アセットマネジメント株式会社

［ファンドの運用の指図を行なう者］

＜受託会社＞ 三井住友信託銀行株式会社

［ファンドの財産の保管および管理を行なう者]

ファンドは、値動きのある証券等に投資します（外貨建資産に投資する場合には、この他に為替変動リスクもあります。）ので、基準価額は変動します。したがって、元金が保証されているものではありません。ファン
ドの運用による損益はすべて投資者の皆様に帰属します。また、本書中の運用実績に関するグラフ、図表、数値その他いかなる内容も過去のものであり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありま
せん。当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的として野村アセットマネジメントが作成した資料です。投資信託のリスクやお申込メモの詳細についてのご確認や、投資信託をお申込みいただくにあ
たっては、販売会社よりお渡しする投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえご自身でご判断ください。

投資リスク

各ファンドは、債券等を実質的な投資対象としますので、金利変動等による組入債券の価格下落や、組
入債券の発行体の倒産や財務状況の悪化等の影響により、基準価額が下落することがあります。また、
外貨建資産に投資しますので、為替の変動により基準価額が下落することがあります。
したがって、投資家の皆様の投資元金は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失が
生じることがあります。なお、投資信託は預貯金と異なります。
※詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）の「投資リスク」をご覧ください。

ファンドの特色

追加型投信／海外／債券

【ご留意事項】 ・投資信託は金融機関の預金と異なり、元本は保証されていません。

・投資信託は預金保険の対象ではありません。 ・登録金融機関が取り扱う投資信託は、投資者保護基金制度が適用されません。

● 信託財産の成長を図ることを目的として運用を行ないます。

● エマージング・カントリー※1の政府、政府機関、もしくは企業の発行する債券（エマージング・マーケット債）を実質的な主要投資対象※2とします。
※1 ファンドにおいてエマージング・カントリーとは、いわゆる先進工業国や最貧国などを除く諸国で、一般に新興経済国、発展途上国、中所得国および低所得国

などと認識される国々をいいます。
※2 「実質的な主要投資対象」とは、「エマージング・ボンド・オープンマザーファンド」を通じて投資する、主要な投資対象という意味です。

● エマージング・マーケット債を実質的な主要投資対象とし、通常の優良格付を有する債券に比べ高水準のインカムゲインの確保に加え、
金利や為替、信用力など投資環境の好転等によるキャピタルゲインの獲得を目指します。

● 分散投資とクレジットリスク分析に基づく銘柄選定を基本としたアクティブ運用を行ないます。

● Aコースは原則として為替ヘッジを行ない、Bコースは原則として為替ヘッジを行ないません。

● ファンドは以下をベンチマークとします。

● ファンドは「エマージング・ボンド・オープンマザーファンド」を通じて投資するファミリーファンド方式で運用します。

● 「Aコース」「Bコース」間でスイッチングができます。

● マザーファンドの運用にあたっては、ノムラ・コーポレート・リサーチ・アンド・アセット・マネージメント・インクに、運用の指図に関する権限の
一部を委託します。

● 原則、毎月5日（休業日の場合は翌営業日）に分配を行ないます。
分配金額は、分配対象額の範囲内で、委託会社が決定するものとし、原則として、利子・配当等収益等を中心に安定分配を行なうことを
基本とします。ただし、基準価額水準等によっては、売買益等が中心となる場合や安定分配とならない場合があります。
＊委託会社の判断により分配を行なわない場合もあります。また、将来の分配金の支払いおよびその金額について示唆、保証するものではありません。

投資対象国における非常事態を含む市況動向や、その他資金動向等によっては、上記のような運用ができない場合があります。

Ａコース JPモルガン・エマージング・マーケット・ボンド・インデックス・グローバル（円ヘッジベ ース）

JP Morgan Emerging Market Bond Index(EMBI) Global（USドルベース）をもとに、委託会社がヘッジコストを考慮して円換算したものです。

Ｂコース JPモルガン・エマージング・マーケット・ボンド・インデックス・グローバル（円換算ベース）

JP Morgan Emerging Market Bond Index(EMBI) Global（USドルベース）をもとに、委託会社が円換算したものです。

マンスリーレポート

商号 野村アセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第373号

一般社団法人投資信託協会会員／一般社団法人日本投資顧問業協会会員
一般社団法人第二種金融商品取引業協会会員

◆設定・運用は
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野村新興国債券投信
Aコース（毎月分配型）＜為替ヘッジあり＞
Bコース（毎月分配型）＜為替ヘッジなし＞

(月次改訂)
2025年9月30日

ファンドは、値動きのある証券等に投資します（外貨建資産に投資する場合には、この他に為替変動リスクもあります。）ので、基準価額は変動します。したがって、元金が保証されているものではありません。ファンド
の運用による損益はすべて投資者の皆様に帰属します。また、本書中の運用実績に関するグラフ、図表、数値その他いかなる内容も過去のものであり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありませ
ん。当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的として野村アセットマネジメントが作成した資料です。投資信託のリスクやお申込メモの詳細についてのご確認や、投資信託をお申込みいただくにあたって
は、販売会社よりお渡しする投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえご自身でご判断ください。

分配金に関する留意点

追加型投信／海外／債券
マンスリーレポート

商号 野村アセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第373号

一般社団法人投資信託協会会員／一般社団法人日本投資顧問業協会会員
一般社団法人第二種金融商品取引業協会会員

◆設定・運用は
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お申込みは

※上記販売会社情報は、作成時点の情報に基づいて作成しております。

※販売会社によっては取扱いを中止している場合がございます。

野村新興国債券投信 ＜Aコース／Bコース＞（毎月分配型）

金融商品取引業者等の名称 登録番号

加入協会

日本証券業

協会

一般社団法人

日本投資

顧問業協会

一般社団法人

金融先物

取引業協会

一般社団法人

第二種金融商品

取引業協会

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第5号 ○ ○ ○

株式会社青森みちのく銀行 登録金融機関 東北財務局長（登金）第1号 ○

株式会社常陽銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第45号 ○ ○

株式会社第四北越銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第47号 ○ ○

株式会社山梨中央銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第41号 ○

株式会社八十二銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第49号 ○ ○

株式会社北國銀行 登録金融機関 北陸財務局長（登金）第5号 ○ ○

株式会社大垣共立銀行 登録金融機関 東海財務局長（登金）第3号 ○ ○

株式会社十六銀行 登録金融機関 東海財務局長（登金）第7号 ○ ○

株式会社京都銀行 登録金融機関 近畿財務局長（登金）第10号 ○ ○

株式会社南都銀行 登録金融機関 近畿財務局長（登金）第15号 ○

株式会社佐賀銀行 登録金融機関 福岡財務支局長（登金）第1号 ○ ○

株式会社肥後銀行 登録金融機関 九州財務局長（登金）第3号 ○

株式会社宮崎銀行 登録金融機関 九州財務局長（登金）第5号 ○

株式会社琉球銀行 登録金融機関 沖縄総合事務局長（登金）第2号 ○

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 登録金融機関 関東財務局長（登金）第33号 ○ ○ ○

三井住友信託銀行株式会社 登録金融機関 関東財務局長（登金）第649号 ○ ○ ○

株式会社北洋銀行 登録金融機関 北海道財務局長（登金）第3号 ○ ○

株式会社東和銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第60号 ○

株式会社長野銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第63号 ○

株式会社静岡中央銀行 登録金融機関 東海財務局長（登金）第15号 ○

株式会社名古屋銀行 登録金融機関 東海財務局長（登金）第19号 ○

株式会社福岡中央銀行 登録金融機関 福岡財務支局長（登金）第14号 ○

広島信用金庫 登録金融機関 中国財務局長（登金）第44号 ○

アイザワ証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第3283号 ○ ○ ○

安藤証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第1号 ○

三菱UFJ eスマート証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第61号 ○ ○ ○ ○

株式会社SBI証券 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第44号 ○ ○ ○

ＯＫＢ証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第191号 ○

岡地証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第5号 ○ ○

木村証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第6号 ○

株式会社しん証券さかもと 金融商品取引業者 北陸財務局長（金商）第5号 ○

荘内証券株式会社 金融商品取引業者 東北財務局長（金商）第1号 ○

北洋証券株式会社 金融商品取引業者 北海道財務局長（金商）第1号 ○

ちばぎん証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第114号 ○

楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第195号 ○ ○ ○ ○

東海東京証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第140号 ○ ○ ○ ○

第四北越証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第128号 ○

中原証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第126号 ○

マネックス証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第165号 ○ ○ ○ ○
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お申込みは

※上記販売会社情報は、作成時点の情報に基づいて作成しております。

※販売会社によっては取扱いを中止している場合がございます。

野村新興国債券投信 ＜Aコース／Bコース＞（毎月分配型）

金融商品取引業者等の名称 登録番号

加入協会

日本証券業

協会

一般社団法人

日本投資

顧問業協会

一般社団法人

金融先物

取引業協会

一般社団法人

第二種金融商品

取引業協会

野村證券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第142号 ○ ○ ○ ○

ひろぎん証券株式会社 金融商品取引業者 中国財務局長（金商）第20号 ○

丸近證券株式会社 金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第35号 ○

三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第2336号 ○ ○ ○ ○
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以下は、取次販売会社または金融商品仲介による販売会社です｡

お申込みは

※上記販売会社情報は、作成時点の情報に基づいて作成しております。

※販売会社によっては取扱いを中止している場合がございます。

野村新興国債券投信 ＜Aコース／Bコース＞（毎月分配型）

金融商品取引業者等の名称 登録番号

加入協会

日本証券業

協会

一般社団法人

日本投資

顧問業協会

一般社団法人

金融先物

取引業協会

一般社団法人

第二種金融商品

取引業協会

株式会社イオン銀行
(委託金融商品取引業者 マネックス証券株式会社)

登録金融機関 関東財務局長（登金）第633号 ○

株式会社SBI新生銀行
(委託金融商品取引業者 株式会社SBI証券)

登録金融機関 関東財務局長（登金）第10号 ○ ○

株式会社SBI新生銀行
(委託金融商品取引業者 マネックス証券株式会社)

登録金融機関 関東財務局長（登金）第10号 ○ ○
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